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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】トレッドの偏摩耗を抑制する空気入りタイヤを
提供する。
【解決手段】空気入りタイヤ１０は、ベルト層１４を構
成する非伸長性のコードが、巻き始め端１８Ａではタイ
ヤ赤道面ＣＬ側からタイヤ幅方向外側に向かい、巻き終
わり端１８Ｂではタイヤ幅方向外側からタイヤ赤道面Ｃ
Ｌ側に向かうように、夫々タイヤ周方向に螺旋状に巻回
して積層されている。タイヤ幅方向において、前記タイ
ヤ赤道面から前記巻き始め端までの距離をＬ１とし、該
タイヤ赤道面から前記巻き終わり端までの距離をＬ２と
し、該タイヤ赤道面からタイヤ装着外側端までの距離を
Ｗとすると、Ｌ１／Ｗ≧０．８、かつＬ２／Ｗ≧０．８
である。ショルダー陸部４２は、他の陸部３６，３８，
４０よりタイヤ径方向内側に配置されている。タイヤ装
着最外側に位置する周方向主溝３０は、巻き始め端１８
Ａ及び巻き終わり端１８Ｂよりもタイヤ幅方向内側に配
置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対のビード部間をトロイド状に跨って配設された少なくとも１層のカーカスと、
　該カーカスのクラウン部のタイヤ径方向外側に配置され、非伸長性のコードを、巻き始
め端ではタイヤ赤道面側からタイヤ幅方向外側に向かい、巻き終わり端ではタイヤ幅方向
外側からタイヤ赤道面側に向かうように、夫々タイヤ周方向に螺旋状に巻回して積層され
、前記巻き始め端及び前記巻き終わり端が何れもタイヤ装着外側に配置され、タイヤ幅方
向において、前記タイヤ赤道面から前記巻き始め端までの距離をＬ１とし、該タイヤ赤道
面から前記巻き終わり端までの距離をＬ２とし、該タイヤ赤道面からタイヤ装着外側端ま
での距離をＷとすると、Ｌ１／Ｗ≧０．８、かつＬ２／Ｗ≧０．８であるベルト層と、
　該ベルト層のタイヤ径方向外側に配置され、タイヤ装着最外側に位置する陸部が他の陸
部よりタイヤ径方向内側に配置されると共に、タイヤ装着最外側に位置する周方向主溝が
前記巻き始め端及び前記巻き終わり端よりもタイヤ幅方向内側に配置されたトレッドと、
　を有する空気入りタイヤ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気入りタイヤに係り、特にジェット旅客機等の航空機に用いられる空気入
りタイヤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　カーカスのクラウン域のタイヤ半径方向外側に、複数本のコードを並置してゴムで被覆
したストリップ材を周方向に螺旋巻きしてなる、少なくとも２層のベルトおよびトレッド
ゴムを積層配置した航空機用ラジアルタイヤにおいて、該ベルトは、厚さおよび周長がタ
イヤ赤道面から幅方向端部に向けて減少し、さらに少なくともショルダー部に対応するベ
ルト部分が、ベルトとトレッドゴムとの境界面をタイヤ赤道面から幅方向端部に向かって
タイヤ半径方向に下る階段状とし、かつベルトとカーカスとの境界面を滑らかな曲面とし
た構造が開示されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－８７５５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、航空機用の空気入りタイヤは、残溝（トレッドの溝の残り溝寸法）が航空会
社の規定に達すると、航空機から取り外され、新しいタイヤへ交換される。トレッドは、
タイヤの中央部から先に摩耗して行くことが一般的であり、タイヤの設計もそのようにな
っていることが多い。トレッドがショルダー部から摩耗して行く摩耗形態は、偏摩耗であ
るため好ましくない。
【０００５】
　一方、従来から、ベルトの径差やベルト面内剛性の最適化等を行うことで、タイヤその
ものの耐摩耗性の向上を図ってきた。
【０００６】
　しかしながら、実際には、タイヤを航空機に取り付けたときにキャンバー角が付けられ
るため、ギア（主脚）に対してタイヤの両輪がハの字型に取り付くことになる。航空機用
の空気入りタイヤは左右対称構造とされているため、このように取り付けられると、トレ
ッドのうちギアに近い側（タイヤ装着内側）が、該ギアから遠い側（タイヤ装着外側）よ
りも早く摩耗し易くなる。トレッドが偏摩耗すると、タイヤの交換時期が早まりかねない
。
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【０００７】
　本発明は、上記事実を考慮して、トレッドの偏摩耗を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、一対のビード部間をトロイド状に跨って配設された少なくとも１層
のカーカスと、該カーカスのクラウン部のタイヤ径方向外側に配置され、非伸長性のコー
ドを、巻き始め端ではタイヤ赤道面側からタイヤ幅方向外側に向かい、巻き終わり端では
タイヤ幅方向外側からタイヤ赤道面側に向かうように、夫々タイヤ周方向に螺旋状に巻回
して積層され、前記巻き始め端及び前記巻き終わり端が何れもタイヤ装着外側に配置され
、タイヤ幅方向において、前記タイヤ赤道面から前記巻き始め端までの距離をＬ１とし、
該タイヤ赤道面から前記巻き終わり端までの距離をＬ２とし、該タイヤ赤道面からタイヤ
装着外側端までの距離をＷとすると、Ｌ１／Ｗ≧０．８、かつＬ２／Ｗ≧０．８であるベ
ルト層と、該ベルト層のタイヤ径方向外側に配置され、タイヤ装着最外側に位置する陸部
が他の陸部よりタイヤ径方向内側に配置されると共に、タイヤ装着最外側に位置する周方
向主溝が前記巻き始め端及び前記巻き終わり端よりもタイヤ幅方向内側に配置されたトレ
ッドと、を有している。
【０００９】
　請求項１に記載の空気入りタイヤでは、螺旋状に巻回されるコードの巻き始め端及び巻
き終わり端のタイヤ幅方向位置と、トレッドにおけるタイヤ装着最外側の陸部の高さ及び
タイヤ装着最外側の周方向主溝のタイヤ幅方向位置とを夫々適切に設定しているので、タ
イヤ装着外側におけるタイヤ周方向のベルト剛性が、タイヤ装着内側よりも大きく、かつ
タイヤ装着外側におけるトレッドのゴムゲージが、タイヤ装着内側よりも薄くなっている
。これにより、タイヤ装着外側と内側とのトレッドの摩耗差を減少させて、該トレッドの
偏摩耗を抑制することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、本発明に係る請求項１に記載の空気入りタイヤによれば、トレッ
ドの偏摩耗を抑制することができる、という優れた効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】空気入りタイヤを示す要部拡大断面図である。
【図２】ベルト層を示す要部拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明を実施するための形態を図面に基づき説明する。図１において、本実施の
形態に係る空気入りタイヤ１０は、例えば航空機用の空気入りタイヤであって、カーカス
１２と、ベルト層１４と、トレッド１６とを有している。
【００１３】
　カーカス１２は、一対のビード部（図示せず）間をトロイド状に跨って配設され、少な
くとも１層のプライから構成されている。
【００１４】
　ベルト層１４は、カーカス１２のクラウン部１２Ａのタイヤ径方向外側に配置されてい
る。図２に示されるように、このベルト層１４は、非伸長性のコード１８を、巻き始め端
１８Ａではタイヤ赤道面ＣＬ側からタイヤ幅方向外側（矢印ＯＵＴ方向）に向かい、巻き
終わり端１８Ｂではタイヤ幅方向外側からタイヤ赤道面ＣＬ側（矢印ＩＮ側）に向かうよ
うに、夫々タイヤ周方向に螺旋状に巻回して積層されている。ベルト層１４のタイヤ径方
向外側には、保護層１５が配置されている。
【００１５】
　図２に示されるように、ベルト層１４は、コード１８をタイヤ周方向に螺旋状に巻回し
ながらタイヤ径方向内側から外側へ重ねて行くことで積層されており、タイヤ赤道面ＣＬ
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のタイヤ装着外側において、タイヤ径方向内側から外側へ順に、例えば第１層２１、第２
層２２、第３層２３及び第４層２４を有している。タイヤ赤道面ＣＬのタイヤ装着内側で
は、第１層２１及び第４層２４が形成されず、第２層２２及び第３層２３のみが存在して
いる。コード１８の巻き始め端１８Ａ及び巻き終わり端１８Ｂは、何れもタイヤ装着外側
に配置されている。
【００１６】
　タイヤ赤道面ＣＬから各層のタイヤ装着時の外側端２１Ａ，２２Ａ，２３Ａ，２４Ａま
での寸法は、第１層２１が最も大きく、第２層２２が２番目に大きく、第３層２３が３番
目に大きく、そして第４層２４が最も小さくなっている。従って、ベルト層１４全体とし
てのタイヤ装着外側端１４Ａや、コード１８の巻き始め端１８Ａは、第１層２１に属して
いる。巻き終わり端１８Ｂは、第４層２４に属している。
【００１７】
　コード１８は、第１層２１では、巻き始め端１８Ａからタイヤ幅方向外側（矢印ＯＵＴ
方向）に向かって巻回され、外側端２１Ａ（ベルト層１４のタイヤ装着外側端１４Ａ）で
反転して、第２層２２の外側端２２Ａに連なっている。第２層２２では、コード１８は、
該外側端２２Ａからタイヤ赤道面ＣＬを越えてタイヤ装着内側端（図示せず）まで巻回さ
れ、反転して第３層２３のタイヤ装着内側端（図示せず）に連なっている。第３層２３で
は、コード１８は、該タイヤ装着内側端から再びタイヤ赤道面ＣＬを越えて外側端２３Ａ
まで巻回され、反転して第４層２４の外側端２４Ａに連なっている。そして第４層２４で
は、コード１８は、該外側端２４Ａからタイヤ赤道面ＣＬ側に向かって、巻き終わり端１
８Ｂまで巻回されている。
【００１８】
　タイヤ幅方向において、タイヤ赤道面ＣＬから巻き始め端１８Ａまでの距離をＬ１とし
、該タイヤ赤道面ＣＬから巻き終わり端１８Ｂまでの距離をＬ２とし、該タイヤ赤道面Ｃ
Ｌからタイヤ装着外側端１４Ａまでの距離をＷとすると、Ｌ１／Ｗ≧０．８、かつＬ２／
Ｗ≧０．８である。ここで、Ｌ１／Ｗ≧０．８、かつＬ２／Ｗ≧０．８としたのは、Ｌ１
／Ｗ又はＬ２／Ｗが０．８を下回ると、タイヤ装着外側のベルト剛性が減少し、タイヤ装
着内側のタイヤ周方向剛性差が小さくなることで、該タイヤ装着外側とタイヤ装着内側と
の摩耗差抑制効果が減少してしまうからである。
【００１９】
　図１において、トレッド１６は、ベルト層１４のタイヤ径方向外側に配置され、タイヤ
装着外側において、例えば３本の周方向主溝２６，２８，３０が形成されている。タイヤ
赤道面ＣＬに最も近い周方向主溝２６の該タイヤ赤道面ＣＬ側には、陸部３６が区画され
ている。また該周方向主溝２６と、該周方向主溝２６のタイヤ幅方向外側に隣り合う周方
向主溝２８との間には、陸部３８が区画されている。更に周方向主溝２８と、該周方向主
溝２８のタイヤ幅方向外側に隣り合うタイヤ装着最外側の周方向主溝３０との間には、陸
部４０が区画されている。そして、周方向主溝３０のタイヤ幅方向外側には、タイヤ装着
最外側の陸部の一例たるショルダー陸部４２が区画されている。
【００２０】
　ショルダー陸部４２は、他の陸部３６，３８，４０よりタイヤ径方向内側に配置されて
いる。具体的には、タイヤ幅方向断面において、ショルダー陸部４２は、他の陸部３６，
３８，４０の踏面の延長線４４よりもタイヤ径方向内側に配置されている。
【００２１】
　タイヤ装着最外側に位置する周方向主溝３０は、コード１８の巻き始め端１８Ａ及び巻
き終わり端１８Ｂよりもタイヤ幅方向内側（タイヤ赤道面ＣＬ側）に配置されている。こ
こで、タイヤ幅方向における周方向主溝３０の位置は、該周方向主溝３０の溝底の中央３
０Ａを基準としている。
【００２２】
（作用）
　本実施形態は、上記のように構成されており、以下その作用について説明する。図１に
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おいて、本実施形態に係る空気入りタイヤ１０では、螺旋状に巻回されるコード１８の巻
き始め端１８Ａ及び巻き終わり端１８Ｂのタイヤ幅方向位置と、トレッド１６におけるタ
イヤ装着最外側のショルダー陸部４２の高さ及びタイヤ装着最外側の周方向主溝３０のタ
イヤ幅方向位置とを夫々適切に設定しているので、タイヤ装着外側におけるタイヤ周方向
のベルト剛性が、タイヤ装着内側よりも大きく、かつタイヤ装着外側におけるトレッド１
６のゴムゲージが、タイヤ装着内側よりも薄くなっている。これにより、タイヤ装着外側
と内側とのトレッド１６の摩耗差を減少させて、該トレッド１６の偏摩耗を抑制すること
ができる。
【００２３】
　航空機のギア（図示せず）に空気入りタイヤ１０を取り付けて使用する際に、トレッド
１６の偏摩耗を抑制できるので、該空気入りタイヤ１０をより長時間使用でき、交換時期
を遅らせることができる。
【００２４】
（試験例）
　比較例１，２と実施例に係る航空機用の空気入りタイヤについて、トレッドの耐偏摩耗
性について試験を行った。タイヤサイズは、５２×２１．０Ｒ２２である。具体的には、
室内において、ドラム試験機の路面にセイフティーウォークを貼り付け、各タイヤを、表
１に示されるＡ～Ｃの条件で、タイヤの保護層１５（図１）が露出するまで走行させた。
走行条件は、キャンバー角、スリップ角及びブレーキのＯＮ／ＯＦＦを加味したものとし
、セイフティーウォークのはがれを防止するため、低速試験とした。
【００２５】
　表２には、比較例１，２及び実施例１におけるコードの巻き始め端と巻き終わり端の位
置を示すＬ１／Ｗ，Ｌ２／Ｗ（図２参照）と、試験結果が示されている。試験結果は、ト
レッド中央部溝（図１における周方向主溝２６に相当）の残り溝寸法に対する、ショルダ
ー部溝（図１における周方向主溝３０に相当）の残り溝寸法の比について、比較例１を１
００とした指数で示したものであり、数値が大きいほど、良好な結果であることを示して
いる。この結果から、比較例２は、比較例１に対して１％良好な耐摩耗性を有する結果と
なった。また図１におけるＬ１／Ｗ≧０．８（８０％）、かつＬ２／Ｗ≧０．８（８０％
）の条件を満たす実施例は、比較例１に対して３％良好な耐摩耗性を有する結果となった
。
【００２６】
【表１】

【００２７】
【表２】

【符号の説明】
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【００２８】
　　１０　　空気入りタイヤ
　　１２　　カーカス
　　１２Ａ　クラウン部
　　１４　　ベルト層
　　１４Ａ　タイヤ装着外側端
　　１６　　トレッド
　　１８　　コード
　　１８Ａ　巻き始め端
　　１８Ｂ　巻き終わり端
　　３０　　タイヤ装着最外側に位置する周方向主溝
　　３６　　他の陸部
　　３８　　他の陸部
　　４０　　他の陸部
　　４２　　ショルダー陸部（タイヤ装着最外側に位置する陸部）
　　ＣＬ　　タイヤ赤道面

【図１】 【図２】
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